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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第57期

第２四半期
連結累計期間

第58期
第２四半期
連結累計期間

第57期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 16,268 14,645 31,965

経常利益 (百万円) 736 1,014 2,124

四半期(当期)純利益 (百万円) 560 810 1,800

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 487 1,023 2,284

純資産額 (百万円) 21,531 24,194 23,327

総資産額 (百万円) 40,601 41,184 41,062

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 28.17 40.76 90.52

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 27.98 40.36 89.79

自己資本比率 (％) 52.4 57.8 55.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 858 △175 1,205

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △472 △657 △672

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △301 466 △616

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 7,172 6,997 7,252

　

回次
第57期

第２四半期
連結会計期間

第58期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 13.78 16.07

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の連結子会社)において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社および連結子会

社）が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策等の効果により、為替相場が比

較的落ち着いて推移する等、景況感の改善が進み企業収益や個人消費に回復の兆しが見えてまいりま

した。

　当社グループが所属する射出成形機業界におきましては、北米地域等を中心に需要が堅調に推移し

ましたが、新興国経済の減速感に加え、国内需要もやや伸び悩むなど、先行き不透明な状況が続いて

おります。

このような状況の中、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、主力である射出成形機の

売上高が、北米地域で伸長したものの、アジア地域および国内で伸び悩んだことから売上高合計は146

億４千５百万円（前年同四半期比10.0％減）となりました。製品別売上高につきましては、射出成形

機売上高が112億６百万円（前年同四半期比10.0％減）、周辺機器売上高が８億２千万円(同34.9％

減）、金型等の売上高が３億７千８百万円（同22.3％減）とそれぞれ減少しました。一方、部品売上

高は22億４千万円（同8.1％増）と増加いたしました。

利益面につきましては、射出成形機の売上高が減少したことから営業利益は７億７千９百万円（前

年同四半期比30.5％減）となりました。一方で、円安による為替差益１億４千１百万円を計上したこ

と等により、経常利益は10億１千４百万円（前年同四半期比37.8％増）となり、これらの結果、四半

期純利益は８億１千万円（同44.7％増）となりました。

セグメントの状況は、以下のとおりです。

　①日本

国内の設備投資需要の立ち上がりが鈍かったこと等から売上高（外部売上高）は83億４千２百万円

（前年同四半期比6.5％減）、セグメント利益は５億３千３百万円（同25.5％減）となりました。

　②アメリカ地域

自動車関連等を中心に需要が堅調であったこと等から売上高（外部売上高）は33億５千７百万円

（前年同四半期比15.6％増）となりましたが、セグメント利益は１億６千４百万円（同13.3％減）と

なりました。

　③アジア地域

中国をはじめとした東アジア地域においてＯＡ・通信関連の需要が堅調に推移いたしましたが、昨

年までのタイの水害復興需要が剥落したこと等から売上高（外部売上高）は29億４千４百万円（前年

同四半期比33.7％減）、セグメント利益は１億２千９百万円（同47.1％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結累計期間における総資産は、前連結会計年度に比べ１億２千１百万円増加し、411

億８千４百万円となりました。主たる増加要因は、商品及び製品の増加６億９千４百万円および仕掛

品の増加４億８千８百万円であり、主たる減少要因は、受取手形及び売掛金の減少18億３百万円であ

ります。

　負債合計は、前連結会計年度に比べ７億４千４百万円減少し、169億９千万円となりました。主たる

増加要因は、長期借入金の増加６億５千９百万円であり、主たる減少要因は、支払手形及び買掛金の

減少13億３千５百万円および短期借入金の減少１億円であります。

　純資産合計は、前連結会計年度に比べ８億６千６百万円増加し、241億９千４百万円となりました。

主たる増加要因は利益剰余金の増加６億３千１百万円および為替換算調整勘定の増加１億３千９百万

円であります。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、△１億７千５百万円

（前年同四半期実績は８億５千８百万円）となりました。このうち、キャッシュ・インの主たる要因

は、税金等調整前四半期純利益10億１千４百万円および売上債権の減少額21億６千２百万円であり、

キャッシュ・アウトの主たる要因は、仕入債務の減少額24億９千万円およびたな卸資産の増加額11億

９千９百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、△６億５千７百万円

（前年同四半期実績は△４億７千２百万円）となりました。このうち、キャッシュ・アウトの主たる

要因は、有形固定資産の取得による支出５億７千万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、４億６千６百万円（前

年同四半期実績は△３億１百万円）となりました。このうち、キャッシュ・インの主たる要因は、長

期借入れによる収入10億円であり、キャッシュ・アウトの主たる要因は、配当金の支払額１億７千８

百万円であります。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前第２四半期連結累

計期間末に比べ１億７千５百万円減少し、69億９千７百万円となりました。

　
(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、８千８百万円であります。　

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。　
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 54,000,000

計 54,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,272,000 22,272,000

東京証券取引所
(市場第一部)

名古屋証券取引所
(市場第一部)

単元株式数　100株

計 22,272,000 22,272,000 ― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

　　　当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。
　

決議年月日 　　　　　　　　　　　　　　平成25年６月27日

新株予約権の数(個) 299（注１）

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 　　　　　　　　　　　　　　　　　　普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 29,900（注２）

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり１円

新株予約権の行使期間 　　　　　平成25年７月13日～平成60年７月12日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価額　739円
資本組入額　370円

新株予約権の行使の条件 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注３）

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役
会の決議による承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注４）

（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数　100株

２．新株予約権の目的となる株式の数

　当社が、新株予約権の割当日後、当社普通株式につき、株式分割、株式併合を行う場合、次の算式により付

与株式数を調整するものとする。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新

株予約権について行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

調整後付与株式数＝調整前付与株式×株式分割・株式併合の比率

　調整後付与株式数は、株式分割の場合は、当該株式分割の基準日の翌日以降、株式併合の場合は、その効力

の発生日以降、これを適用する。ただし、剰余金の額を減少して資本金又は準備金を増加する議案が当社株主

総会において承認されることを条件として株式分割が行われる場合で、当該株主総会の終結の日以前の日を株

式分割のための基準日とする場合は、調整後付与株式数は、当該株主総会の終結の日の翌日以降これを適用す

る。

３．新株予約権の行使の条件

①新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日間以内（10日目が休日に当たる場合には

翌営業日）に限り、新株予約権を行使することができる。

②上記①にかかわらず、当社が消滅会社となる合併契約承認の議案、当社が分割会社となる分割契約若しくは

分割計画承認の議案、当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計画承認の議案につき、当社株

主総会で承認された場合（株主総会決議が不要の場合は、当社取締役会決議または会社法第416条第４項の規定

に従い委任された執行役の決定がなされた場合）、当該承認日の翌日から30日間に限り新株予約権を行使でき

るものとする。ただし、４に定める組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項に従って新株予約権

者に再編対象会社の新株予約権が交付される場合を除くものとする。

③その他の条件については、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定めるところに

よる。

４．組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割若しくは新設分割（それぞれ当社が分割会

社となる場合に限る。）、株式交換若しくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限る。）（以

上を総称して以下「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生日（吸収合併に

つき吸収合併がその効力を生ずる日、新設合併につき新設合併設立株式会社成立の日、吸収分割につき吸収分

割がその効力を生ずる日、新設分割につき新設分割設立株式会社成立の日、株式交換につき株式交換がその効

力を生ずる日、及び株式移転につき株式移転設立完全親会社の設立の日をいう。以下同じ。）の直前において

残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）を保有する新株予約権者に対し、それぞれの場合

につき、会社法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下「再編対象会社」という。）の新

株予約権をそれぞれ交付することとする。ただし、以下の各号に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する

旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において

定めることを条件とする。

EDINET提出書類

日精樹脂工業株式会社(E01695)

四半期報告書

 6/22



　
①交付する再編対象会社の新株予約権の数

　新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

②新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

　再編対象会社の普通株式とする。

③新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

  組織再編行為の条件等を勘案のうえ、目的である株式数につき合理的な調整がなされた数とする。

　ただし、調整により生じる１株未満の端数は切り捨てる。

④新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

　交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定める再編後行使価額に上記③に

従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式を乗じて得られる金額とする。再編後行

使価額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対象会社の株式１株

当たり１円とする。

⑤新株予約権を行使することができる期間

　上記に定める新株予約権の行使期間の行使開始日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、

上記に定める新株予約権の行使期間に定める新株予約権を行使することができる期間の満了日までとする。

⑥新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

イ．新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項

に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じる場合は、こ

れを切り上げるものとする。

ロ．新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記イ記載の資本金等

増加限度額から上記イに定める増加する資本金の額を減じた額とする。

⑦譲渡による新株予約権の取得制限

　譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

⑧新株予約権の行使の条件

　上記３に準じて決定する。

⑨新株予約権の取得条項

　当社は、以下のイ、ロ、ハ、二又はホの議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要の

場合は、当社取締役会決議または、会社法第416条第４項の規定に従い委任された執行役の決定がなされた場

合）は、当社取締役会が別途定める日に、新株予約権を無償で取得することができる。

イ．当社が消滅会社となる合併契約承認の議案

ロ．当社が分割会社となる分割契約又は分割計画承認の議案

ハ．当社が完全子会社となる株式交換契約又は株式移転計画承認の議案

ニ．当社の発行する全部の株式の内容として譲渡による当該株式の取得について当社の承認を要することにつ

いての定めを設ける定款の変更承認の議案

ホ．新株予約権の目的である種類の株式の内容として譲渡による当該種類の株式の取得について当社の承認を

要すること又は当該種類の株式について当社が株主総会の決議によってその全部を取得することについての定

めを設ける定款の変更承認の議案
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年９月30日 ― 22,272,000 ― 5,362 ― 5,342

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社アオキエージェンシー 長野県埴科郡坂城町大字南条6037 1,889 8.48

日精樹脂工業取引先持株会 長野県埴科郡坂城町大字南条2110 1,302 5.85

株式会社八十二銀行 長野県長野市中御所岡田178－８ 992 4.45

日精エー・エス・ビー機械
株式会社

長野県小諸市甲4586－３ 560 2.52

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１－８－11 526 2.36

日精樹脂工業株式会社
従業員持株会

長野県埴科郡坂城町大字南条2110 464 2.09

垂澤孝典 長野県長野市 460 2.07

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内１－３－３ 398 1.79

依田穂積 長野県上田市 374 1.68

三井敏男 長野県埴科郡坂城町 365 1.64

計 ― 7,333 32.93

(注) 上記のほか当社は、2,379千株(発行済株式総数に対する所有株式数の割合10.69％)の自己株式を所有しており

ます。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
2,379,800

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

19,890,000
198,900 ―

単元未満株式
普通株式

2,200
― ―

発行済株式総数 22,272,000 ― ―

総株主の議決権 ― 198,900 ―

（注）１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権20個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式90株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
日精樹脂工業株式会社

長野県埴科郡坂城町
大字南条2110番地

2,379,800 ― 2,379,800 10.69

計 ― 2,379,800 ― 2,379,800 10.69

(注) 株主名簿上の自己名義株式数は、実質的に当社が保有しております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,252 7,000

受取手形及び売掛金
※１ 10,657 8,854

商品及び製品 4,904 5,598

仕掛品 2,240 2,728

原材料及び貯蔵品 3,582 3,817

未収入金 2,260 2,402

その他 730 859

貸倒引当金 △226 △233

流動資産合計 31,403 31,028

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,551 2,836

機械装置及び運搬具（純額） 879 1,175

土地 4,427 4,440

その他 562 427

有形固定資産合計 8,420 8,879

無形固定資産 383 302

投資その他の資産

投資有価証券 727 827

その他 154 173

貸倒引当金 △26 △26

投資その他の資産合計 855 973

固定資産合計 9,659 10,156

資産合計 41,062 41,184

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※１ 11,288 9,952

短期借入金 200 100

未払法人税等 204 49

引当金 301 297

その他 1,794 1,871

流動負債合計 13,788 12,271

固定負債

長期借入金 625 1,284

退職給付引当金 2,949 3,044

その他 370 389

固定負債合計 3,946 4,718

負債合計 17,735 16,990
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,362 5,362

資本剰余金 5,488 5,488

利益剰余金 13,496 14,128

自己株式 △1,141 △1,141

株主資本合計 23,205 23,837

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 138 204

為替換算調整勘定 △375 △236

その他の包括利益累計額合計 △237 △32

新株予約権 48 70

少数株主持分 310 318

純資産合計 23,327 24,194

負債純資産合計 41,062 41,184
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 16,268 14,645

売上原価 12,168 10,490

売上総利益 4,100 4,154

販売費及び一般管理費
※１ 2,978 ※１ 3,374

営業利益 1,121 779

営業外収益

受取利息 7 9

受取配当金 7 8

為替差益 － 141

その他 97 90

営業外収益合計 112 250

営業外費用

支払利息 22 10

為替差損 464 －

その他 11 4

営業外費用合計 497 15

経常利益 736 1,014

税金等調整前四半期純利益 736 1,014

法人税等 125 186

少数株主損益調整前四半期純利益 610 828

少数株主利益 50 17

四半期純利益 560 810
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 610 828

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △53 65

為替換算調整勘定 △69 129

その他の包括利益合計 △123 195

四半期包括利益 487 1,023

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 446 1,015

少数株主に係る四半期包括利益 40 7
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 736 1,014

減価償却費 393 383

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 89 2

退職給付引当金の増減額（△は減少） 86 94

受取利息及び受取配当金 △15 △17

支払利息 22 10

売上債権の増減額（△は増加） △802 2,162

たな卸資産の増減額（△は増加） 15 △1,199

未収消費税等の増減額（△は増加） 138 233

仕入債務の増減額（△は減少） 543 △2,490

その他 △118 △50

小計 1,093 144

利息及び配当金の受取額 32 17

利息の支払額 △25 △5

法人税等の支払額 △242 △331

営業活動によるキャッシュ・フロー 858 △175

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △427 △570

有形固定資産の売却による収入 0 1

無形固定資産の取得による支出 △28 △69

その他 △16 △18

投資活動によるキャッシュ・フロー △472 △657

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △28 △100

長期借入れによる収入 － 1,000

長期借入金の返済による支出 － △147

配当金の支払額 △118 △178

自己株式の取得による支出 － △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △154 △107

財務活動によるキャッシュ・フロー △301 466

現金及び現金同等物に係る換算差額 △68 111

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 16 △255

現金及び現金同等物の期首残高 7,156 7,252

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 7,172 ※1 6,997
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、前連結会計年度

末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

受取手形 88百万円 ― 百万円

支払手形 373 〃 ―  〃

　

　２ 保証債務

従業員の金融機関からの借入金に対し、次の債務保証を行っております。

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

社員ローン 3百万円 2百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

給与諸手当 1,040百万円 1,142百万円

賞与引当金繰入額 89 〃 99 〃

退職給付費用 146 〃 173 〃

製品保証引当金繰入額 9 〃 39 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 7,472百万円 7,000百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△300 〃 △2 〃

現金及び現金同等物 7,172百万円 6,997百万円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 119 6.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 179 9.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月８日
取締役会

普通株式 79 4.00 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計

日本 アメリカ地域 アジア地域

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,919 2,904 4,444 16,268

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

6,365 ― 1,083 7,448

計 15,285 2,904 5,527 23,717

セグメント利益 715 189 244 1,149

　

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,149

セグメント間取引消去 △27

四半期連結損益計算書の営業利益 1,121

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計

日本 アメリカ地域 アジア地域

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,342 3,357 2,944 14,645

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

6,179 27 2,010 8,217

計 14,522 3,385 4,955 22,863

セグメント利益 533 164 129 826

　

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 826

セグメント間取引消去 △46

四半期連結損益計算書の営業利益 779

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 28円17銭 40円76銭

 (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 560 810

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 560 810

    普通株式の期中平均株式数(株) 19,892,166 19,892,119

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 27円98銭 40円36銭

 (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(百万円) ― ―

    普通株式増加数(株) 138,139 198,459

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

　

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

　
２ 【その他】

第58期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当について、平成25年11月８日開催の取

締役会において、平成25年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

　①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　79百万円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　４円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成25年12月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   原　　　　　勝　　彦   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   中　　川　　昌　　美   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   大　屋　　誠　三　郎   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月14日

日精樹脂工業株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日
精樹脂工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成
25年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日精樹脂工業株式会社及び連結子会社の平
成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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